
 

 

 

 

平成平成平成平成 29292929 年第年第年第年第 3333 回定例会報告回定例会報告回定例会報告回定例会報告    
会派会派会派会派のののの代表質疑代表質疑代表質疑代表質疑でででで市長市長市長市長････副市長等副市長等副市長等副市長等のののの答弁答弁答弁答弁がががが行行行行われましたわれましたわれましたわれました。。。。    
以下以下以下以下、、、、近藤近藤近藤近藤ちずちずちずちず子議員子議員子議員子議員がががが担当担当担当担当したしたしたした項目項目項目項目････内容内容内容内容についてについてについてについて報告報告報告報告しますしますしますします。。。。    
    
    
◎肝炎対策について 

日本のウイルス性肝炎の患者および
感染者数は、300 万〜370 万人であり、
国内最大の感染症といわれている。 
C 型肝炎は経口薬でウイルスの駆除が
できるようになっており、早急な対策が
求められる。 

28 年度の本市の肝炎検査陽性者への
取り組みを評価し、積極的な受診勧奨を
⾏い、肝炎ウイルスの駆除に向けての
取り組みを⾏うべきと要望。 
 
◎脳脊髄液減少症への 

取り組みについて 
「脳脊髄液減少症」への認知度は少なく、

医療現場においても症状の原因が特定
されない場合が多い。 

これまでも、我が会派の提出で脳脊髄
液減少症の治療推進への意⾒書を国に
提出しているところではあるが、千葉市
内で「脳脊髄液減少症」の診断や相談に
のる病院は皆無の状況である。 

⾃治体病院として、両市⽴病院で「脳
脊髄液減少症」に悩む市⺠への相談･
治療体制に取り組むべきと要望。 
◎「農地等の利⽤の最適化の推進に 

関する指針」について 
平成 28 年 4 月に「農業委員会等に

関する法律」の改正が⾏われ、本市農業
の推進にむけた取り組みを期待している。 

最適化に向けた課題を踏まえ、指針の
スケジュールについて伺うと共に、今後
の進め方について問う。 

 
･28 年度、本市の肝炎ウイルス検診の受診
者は 9255 人であり、陽性者は 96 人。 
そのうちフォローアップ事業への参加は
33 人。61 人は受診状況が確認できていな
い状況です。これまでは充分な支援ができ
ていなかったため、支援体制を⾒直し、
肝炎検査陽性者に対し、全員から受診状況
を確認し、受診勧奨や相談を実施します。 
更に、新たなフォローアップ事業を開始した
27 年度以降の陽性者に対する受診勧奨を
⾏うこととしました。 
 
 
･政策的医療を担う役割のある⾃治体病院
として、この領域の専門病院などと協⼒し
て診療を推進する必要があると考えてい
ます。 
現在、海浜病院においては「脳脊髄液減少
症」の診断が可能でありますが、専門医が
おりません。 
医師不⾜の状況から単独で「脳脊髄液減少
症」の治療体制は難しいですが、地域の
医療体制等を勘案し、総合的な観点から
検討して参ります。 
 
 
･農業従事者の高齢化、減少に伴い、「担い
⼿への農地利⽤の集積･集約化」･「遊休
農地の発生防止･解消」「新規参入の促進」
についての進め方が最大の課題であると
考えます。 
10 月の農業委員会総会において指針を
決定し、農家の皆様に伝えて参ります。 
指針は中⻑期的な目標と推進方法を定め
ますが、活動の実施状況については計画を
もとに毎年度公表する等進めて参ります。 
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現在、あすみが丘 8 丁目に消防出張所の 

新設に向け、実施設計が行われています。 

 

建築許可までの流れ 
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市政に関するご意見･ご要望を 
お聞かせ下さい      近藤 

TELTELTELTEL/FAX/FAX/FAX/FAX        264264264264----5956595659565956    
http://www.komei.or.jp/giin/chibacity/kondo_chizuko/ 

＜＜市政の相談＞＞ 

今年度中（平成 30 年 3 月末）に 
全市域で資源収集事業が実施されます！ 

緑区では緑区では緑区では緑区では 9999 月から月から月から月から    

・枝は太さ 20cm×長さ 100cm 以内 
・草･葉は透明な袋・旧指定袋 
（排出数の制限なし） 
・月 2 回の収集 
 収集日： 

不燃ごみ･有害ごみの収集のない週 
各区の保健福祉センターで配布しています!!

千葉市立大椎中学校 

明大誉田跡地開発計画 

土地利用計画平面図 

誉田中学校 

誉田小学校 

<< 今後の予定 >> 
平成 29 年 11 月下旬 林地開発許可 

   開発許可（林地開発許可後） 
   →開発許可後、企業誘致開始 
12 月 19 日  第５回千葉市産業用地整備支援事業審査会 
12 月～平成 30年 1月 住民説明会 
    工事事業者、ディベロッパー、市による 
    地域住民向け説明 
平成 30 年 1 月下旬 着工(～平成 31年度を目途に竣工) 

建設予定地 

◎あすみが丘消防出張所建築について◎ 

◎産業⽤地整備支援事業(明大誉田農場跡地)について◎ 

◎木の枝・刈り草の再資源化◎ 


